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用いて詳しく解説しています

執筆陣 （五十音順）  ※執筆者の肩書は執筆当時のものです
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本書の特色

電子商取引、ソフトウェアと著作権、プライバシー保護、行政の情報化、デジタル
放送、サイバー犯罪などについて、最新動向を解説しています。

変化の激しいインターネットを中心としたサイバースペース上の法的問題に
ついて、網羅的に取り上げています。

情報ネットワーク社会の最前線で活躍する学者・研究者・弁護士・行政庁や企業の
法務担当者約200名が、研究成果や実務経験を元に執筆しています。
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